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神 戸尺策　　 水野　 も

自問　 タケノコ（渋μ恥tAcケ&  だ必esce、S, ） は収穫 複 そ-^･ 品噴・ 低下?  ること･わヽ ら。'f

の研 究ぼ加 工裂 品 。品 海に主眼ダ み・ 匹ヽ 収耀 後 の哩 蔵迭ﾉ乏ば` 吃の生理 に圃 し・･ま影 んビ`

'^S^ ̂^ てぃない。 本司一究は タ バ コの収穆 期 刻 ，奎f 別^  ら ぶに卿 靫炒 哩ダ 内聶 薦和 こ皮

ぼj 影 宿 を抽 宜 しTこのr 啼 豚 すう。

方刄 禽験耳料 巾 蛭路 か 玖升 隻の アr  ) 3，を日酵6 隋^  阿乃 日～s 月I  E?悶 列 召d. 伎

のも のを便 用しft.  内房 成分（;跨 ， 憚薦 竣 ，アミ ）両 ）の厠 庖^ま執 辨 をア･レコ ー･ﾚﾌ 袖゙ 出

し,    IR-I2 らCG 「-  A-oo j゙販 画分と糖 画 分 しr: も のをI- ■; メ蚤,レi- >) Iレエ ーテ,レプT^.S 一

代 と行 ない，ヵ ズリ コマトr ラろ ーで刄 但 し尺。 一方 アぶノ酸･ ぶ餉驚 の アミ ノ鰻 冷何器 に

よ り肩息 １行 な-7 Tz。

珍 果 （D アr  ) コの主 要 な糖･ μり冷，ブ干 ウ糖 ， シ? 傭r ’あ リ　同 一寿叱 の4財 顛 拶丿糖

含 隻･ま，最 盛期 ぶ')ブ し握丿し7¬z t-の･ミタく。 重量別 にっ・･T  I乱 小 型（ 軽漫 ）よ り 瓦^ に

多 く/含*  几%  ごt  ダ わ, つヽμ 。 訊几　 ・々 令 量 は収慢 隋忿,息, こ低 下 し.   休 ＼こ葦席･ 瓦ぺブr

ツ糖 の唸 下が落 しヵヽ -I Tz 。 ④?  ■r ／コ。主客 な暇･ま，斥 暇.   'トy ゴ'砥｡,   y ェ ）暇,良びペナ

鰻 であり,   なかでli 珈 妬 ヽヽ`最4. 多 や` つn ・ 収穫期 別 で卜,       いブ4／しの臓t 最 盛靭よ') "J し逗・

れTこも四 こタく パラ季」こ侈 汲･支tλ` ぺす暇 。膀 量や多 ヤつ た。^ ヽr-.皇量別 ブ`は， ハヽ包･ こなる老L

唐 醸ザ増 ﾌﾞﾌﾛﾚ を い)  > ブ昨^ 賎 ケ し尺。 なあヽ収穫til  3:愚息I; 蒋鰻 心 収T- ザ`妨 めらit^rこ。

③7  '7`) コ に･乱4-  Iコシ ハ-<z-  ソシ（FT^-.  ダ ク く, 両藻 で判8s つれ:  &  励尺。収複別 ，t 量

孔 物 斟^ るこ い こよ･; , 牛 ロジ>  ,   -42- ’）i- （ 恥,）の受動 ダ頚鳶 で み 。た。
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素 の 抽 出 お よ び 分 別 定 量 に つ い て

短 大　　　 三 谷 璋 子　　 ’

目 的　 食品中の水溶性 食用 色素を 分離する方法として ，従来より,   ①エタノ ール抽出.

②DEAE － セファデッ クス懸濁液を用･いた方法. ③毛糸染 色によ る分 離一法.   ④アンバーライ

トIK    Zを 用いる分離法等が あるが. 今回 は ，加温操 作がなく ，分離効率 も高く ，しかも操

作か比 較的簡単であると思 われる④を採 用した。次に ，分光 測定 法,   TLC. 二波長デンシ

トメトリ ーによ る一定性・ 定量を組合 わせ ることにより 。比較的簡 単な手順で ，精度が高い

方 法の確立を めざした。

方 法　 実 験材料として,  u 種類 の水溶 性食用色素（m 準品　）と 市販の菓子・ 飲料類，46種。

市 販品お よび標準品 から の水溶 性食用色素の分 離は ，アンバーライトLA 2 を用いて ，酸

性下で 色素を 含む有機層の みを分取し ，そのまま可視 部吸収 スペ クト ルを 測定した。次に

アルカリ 性にして色素を水層に 移し ，mm 後,    TLC を 行い，二波長デ ンシトメトリ ーによ

る定量を 行った。

結果　1. アンバーライトLA 2 を 用い る抽出方法に’より ，特に菓子や飲料類のよ うに 糖

分の多い 試料からの 色素の分 離か 容易に行われ ，色素 の移った有機屑からは ，一 部の色素

につ いて ，定性のみでなく ，定量までが 直接可能であっ た。2.      TLC および二波長デ ンシ

トメトリ ーによる定量実験の結果 ，標準品 からの最小 検出,量 は0.01 ng であり ，市販品に

使用 されて いた色素名は，菓子類に はR-106,     Y-4,   B-1が, 飲 料類 には　R-2.R-102,R-106,

Y-4.Y-5,B-1 が単独または　2～3 種混 合色素として用いら れて いた。また，検出された色素

量は.    0.15～106.  66ppinであった。


